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(知 )O思 いや りのある子 (徳 )0た くま しい子 (体 )
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学びの様子から①～ 3年 2組
9月 15日 に、 3年 2組で算数の研究授業 を行 いました。『か

け算の筆算 (1)大 きい数のかけ算の しかたを考えよ う』の単元
で、「 2位 数 × 1位 数 (一 の位の数 との部分積が 2桁 )の 計算の

仕方 について理解 し、その計算及び筆算ができる。」 とい うめあ
てで学習 しました。

まず、「 1つ の辺が 1 6cmの 正方形のまわ りの長 さは何 cmか。」
という問題 について考えました。すると、ほ とん どの児童が 16
× 4と 立式す ることができました。そ こで、前時までの計算 (2
3× 3⇒繰 り上が りな し)と の違 いを考えました。多 くの子が「 1

6× 4の 計算 には、繰 り上が りがある。」 ことに気付 くことがで
きました。

そ の後 、 さ くらんぼ計算や ア レイ図な ど、様 々な方法で 自力
解 決 に臨み ま した。 ほ とん どの児童が 自分な りの答 え を導 くこ
とができていました。それか ら、友達 と考えの交流 をしました。
ノー トを も とに 自分 の考 えを分か りやす く友達 に説明 して いま
した。 また、聞 く方 もうなず いた り質問 した りしなが ら真剣 に

耳 を傾 けていました。
次 に、代表 の児童数名が全体 に向 けて 自分 の考 え を発表 しま

した。「 10× 4と 6× 4に 分 けて計算 して最後 に答え同士をたす方法」
算 を使 い、 16を 10と 6に 分けてか ら計算する方法」そ して 「 16を 2
4の答えか ら 4× 4の 答えをひ く方法」 さらに 「筆算 を使 う方法」な ど、
れ、すば らしいな と思いました。

最後 に、適用問題 を解 いた り学習の振 り返 りを行 い、学習のまとめを行 いました。 45分
問集 中して真剣に学習す る姿に感心 しました。

学びの様子から②～ 1年 3組
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まず、子 どもたちは、前時 (9+4)の 計算 の仕方 を復習 しま

した。数名の児童が全体 に向けて、ブロック操作 と対応 させなが
ら順 を追 って分か りやす く言葉で説明す る ことができま した。そ
の際、「まず～、次 に～、最後 に～」 とい う言葉 を使 うことで上

手に説明ができ、すば らしいと思いました。
次 に、本時の 「 9+3」 の計算 の しかた を考 えま した。「ブロ

ック操作」「さくらんぼ図」「言葉」等、いろいろな方法で 自分の
力で考 えま した。 ノー トやホ ワイ トボー ド等 に書 きなが ら一生懸
命 に考えて いま した。それか ら、全体で確認 しま した。数名の児
童が二人ペアで全体 に説明 しま した。はっき りとした 回調で伝 え
る姿 に感心 しま した。 さらに、ペアでの活動では、一人ひ とりが
自分の考えを伝 えようと頑張 りました。

最後 に、学習の ま とめを行 いま した。「前時 と本時の学習で似
」 との問いに対 して、「+の 後 ろの数をさくらんばにす る。」「+の
して 10に している」等の意見が出され、児童の考えを取 り入れた
ました。
ち着いて学ぶ姿や 「話す・ 聞 く・ 書 く」等が しっか りできているこ
しく思いました。


